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創
造
性
の
あ
る
業

務
に
集
中
で
き
る

環
境
を
つ
く
る

　
近
年
、
オ
フ
ィ
ス
の
シ
ス

テ
ム
化
が
進
む
一
方
、
業
務

で
取
り
扱
う
デ
ー
タ
は
膨
大

な
量
と
な
り
、
複
数
シ
ス
テ

ム
間
で
の
デ
ー
タ
の
読
み
取

り
、
再
入
力
の
作
業
な
ど
に

労
力
を
要
し
、
長
時
間
労
働

が
改
善
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
加
え
、
本
来
、
人
が
遂
行

す
べ
き
創
造
性
と
ひ
ら
め
き

に
富
ん
だ
活
動
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
の
作
業
を
自
動
化
す

る
も
の
で
、
オ
フ
ィ
ス
で
取

り
扱
う
膨
大
な
量
の
デ
ー
タ

の
処
理
を
人
間
に
比
べ
て
圧

倒
的
な
速
さ
と
正
確
さ
で
24

時
間
行
い
、
業
務
の
効
率
化

と
労
働
時
間
短
縮
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
社
員
が
創
造

性
の
あ
る
業
務
に
集
中
で
き

る
環
境
を
つ
く
る
。

　
多
様
な
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ス
の
利
用
が
加
速
す
る
中
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
土
台
を
支
え
る
重

要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
膨

大
な
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
蓄
積
す
る
た
め
に
も
利

用
が
不
可
欠
に
な
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

先
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
自
動

化
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
化
も
進
む
こ
と

で
、
オ
フ
ィ
ス
で
働
く
人
々

の
労
働
環
境
が
改
善
さ
れ
、

働
き
方
改
革
が
進
む
と
さ
れ

て
い
る
。

　
長
谷
川
氏
は
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
は

単
な
る
自
動
化
ツ
ー
ル
で
と

ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
企
業

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
の
た
め

の
デ
ジ
タ
ル
基
盤
を
作
る
重

要
な
戦
略
ツ
ー
ル
へ
と
変
わ

っ
て
い
く
」
と
話
す
。

ク
レ
ー
ム
処
理
の

ス
ピ
ー
ド
は
従
来

の
２
倍
に

　
Ｒ
Ｐ
Ａ
は
保
険
会
社
と
の

親
和
性
が
非
常
に
高
い
こ
と

か
ら
、
海
外
で
は
多
く
の
保

険
会
社
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
利
用
し
て
い

る
。

　
例
え
ば
、
あ
る
米
国
の
大

手
保
険
会
社
は
自
動
車
デ
ィ

ー
ラ
ー
を
通
じ
て
の
保
険
証

券
の
発
行
業
務
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を

適
用
し
、
そ
れ
ま
で
は
保
険

会
社
の
ス
タ
ッ
フ
が
デ
ィ
ー

ラ
ー
経
由
で
依
頼
を
受
け
て

か
ら
手
作
業
で
１
～
２
週
間

か
か
っ
て
い
た
証
券
の
発
行

が
、
１
～
２
日
間
で
可
能
と

な
っ
た
。

　
ま
た
、
世
界
有
数
の
欧
州

保
険
会
社
で
は
月
次
の
保
険

料
請
求
処
理
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導

入
。
銀
行
口
座
情
報
と
会
計

シ
ス
テ
ム
の
照
合
処
理
が
正

確
、
迅
速
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
エ
ラ
ー
率
が
０

％
、
担
当
者
の
作
業
時
間
が

80
％
削
減
さ
れ
た
。

　
欧
州
の
大
手
保
険
会
社
で

は
保
険
金
支
払
い
の
Ｒ
Ｐ
Ａ

に
よ
る
自
動
化
に
取
り
組

み
、
ク
レ
ー
ム
処
理
の
50
％

の
自
動
化
に
成
功
し
、
処
理

ス
ピ
ー
ド
は
従
来
の
２
倍
と

な
っ
た
。

　
こ
の
他
に
も
財
務
会
計
処

理
な
ど
、
海
外
で
は
多
数
の

保
険
会
社
の
活
用
事
例
が
あ

る
と
い
う
。
こ
れ
ら
の
海
外

で
の
先
行
事
例
の
実
績
を
生

か
し
な
が
ら
、
日
本
の
保
険

会
社
で
も
導
入
に
向
け
た
取

り
組
み
が
進
ん
で
き
て
い

る
。

　
長
谷
川
氏
は
「
日
本
で
も

当
社
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
、

複
数
の
保
険
会
社
が
Ｐ
Ｏ
Ｃ

（
利
用
に
向
け
た
実
証
実

験
）
を
実
施
し
て
い
る
。
保

険
会
社
を
含
め
40
社
以
上
の

企
業
が
当
社
の
ツ
ー
ル
を
利

用
開
始
し
て
お
り
、
60
社
以

上
の
企
業
が
Ｐ
Ｏ
Ｃ
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
上

で
、
「
今
後
、
日
本
の
保
険

業
界
で
は
、
保
険
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
へ
の
対
応
、
見
積
り
・
資

料
の
作
成
、
保
険
金
給
付
手

続
き
の
案
内
、
さ
ら
に
は
社

員
の
経
費
精
算
な
ど
の
繰
り

返
し
作
業
の
自
動
化
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
導
入
の
必
要
性
は
一
段
と

高
ま
る
」
と
の
見
方
を
示
し

て
い
る
。

　
莫
大
な
シ
ス
テ
ム
投
資
が

必
要
と
さ
れ
る
保
険
業
界
で

は
、
シ
ス
テ
ム
投
資
の
効
率

化
が
最
優
先
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
、
多
数
の
社
員

に
よ
っ
て
日
々
行
わ
れ
て
い

る
保
険
加
入
申
し
込
み
か
ら

保
険
金
支
払
い
ま
で
の
業

務
、
保
険
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

提
供
の
プ
ロ
セ
ス
を
効
率
的

に
管
理
す
る
た
め
に
Ｒ
Ｐ
Ａ

を
導
入
す
る
こ
と
は
業
務
の

大
幅
な
効
率
化
を
実
現
す

る
。

　
長
谷
川
氏
は
「
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

最
大
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ

は
、
既
存
の
シ
ス
テ
ム
資
産

を
そ
の
ま
ま
生
か
し
て
業
務

処
理
の
効
率
化
や
自
動
化
を

推
進
で
き
る
こ
と
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、
現
行
シ
ス
テ
ム
の

寿
命
を
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
以
降
の
シ
ス
テ

ム
開
発
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、

範
囲
を
よ
り
選
択
肢
の
豊
富

な
形
で
検
討
可
能
に
す
る
こ

と
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い

る
。保

険
ユ
ー
ザ
ー
の

便
利
で
安
心
な
暮

ら
し
の
実
現
へ

　
Ｕ
ｉ
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
社
は
２
０

０
５
年
に
設
立
さ
れ
た
。
米

国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル

ー
マ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
香
港
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
日
本
（
東
京
）

に
拠
点
を
構
え
る
。
全
世
界

で
１
５
０
を
超
え
る
パ
ー
ト

ナ
ー
と
提
携
し
、
６
６
０
先

以
上
の
顧
客
（
こ
の
う
ち
60

％
は
売
上
高
１
０
０
億
㌦
以

上
）
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

売
り
上
げ
の
半
分
は
金
融
機

関
の
顧
客
が
占
め
て
い
る
。

特
に
、
保
険
業
界
で
は
多
く

の
顧
客
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
現
在
40
社
以
上

の
顧
客
の
約
60
拠
点
が
Ｒ
Ｐ

Ａ
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
い

る
。

　
Ｕ
ｉ
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
社
で
は
日

本
を
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
発
展
に
と
っ

て
最
重
要
な
拠
点
で
あ
る
と

位
置
付
け
て
お
り
、
他
の
Ｒ

Ｐ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
に
先
駆
け

て
17
年
２
月
に
日
本
オ
フ
ィ

ス
を
開
設
し
、
現
在
24
人
の

ス
タ
ッ
フ
で
活
動
し
て
い

る
。

　
Ｕ
ｉ
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
社
の
Ｒ
Ｐ

Ａ
ツ
ー
ル
は
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
オ
フ
ィ
ス
の
オ
フ
ィ
ス
プ

ロ
ダ
ク
ト
の
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
、
ｗ
ｅ
ｂ
上
の
デ
ー
タ
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
メ
ー
ン
フ
レ
ー
ム

の
画
面
情
報
ま
で
あ
ら
ゆ
る

デ
ー
タ
を
取
り
込
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
知
識
を
備
え

た
シ
ス
テ
ム
要
員
で
は
な

く
、
業
務
現
場
の
社
員
が
使

い
こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
直

観
的
な
開
発
ツ
ー
ル
を
提
供

す
る
。

　
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
に
よ

る
安
価
な
取
り
組
み
が
可
能

で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
的

に
全
社
規
模
で
の
利
用
環
境

と
な
っ
た
と
き
に
も
、
統
合

的
に
運
用
管
理
が
で
き
る
機

能
を
備
え
る
。

　
長
谷
川
氏
は
「
当
社
は
、

こ
れ
か
ら
の
Ａ
Ｉ
／
コ
グ
ニ

テ
ィ
ブ
の
時
代
を
見
据
え
、

業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
拡
張

性
の
あ
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
イ
ン
タ

フ
ェ
ー
ス
（
Ａ
Ｐ
Ｉ
）
の
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

ツ
ー
ル
そ
の
も
の
に
よ
っ
て

保
険
会
社
の
働
き
方
改
革
に

貢
献
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ

／
コ
グ
ニ
テ
ィ
ブ
の
先
進
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
連
携
す

る
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
新
商
品
開
発
等
に
も
貢
献

す
る
こ
と
で
、
保
険
ユ
ー
ザ

ー
の
よ
り
便
利
で
安
心
な
暮

ら
し
の
実
現
の
一
助
に
な
り

た
い
」
と
の
考
え
を
示
し
て

い
る
。

◇

　【
長
谷
川
康
一
（
は
せ
が

わ
・
こ
う
い
ち
）
氏
の
略

歴
】
１
９
８
３
年
（
昭
和
58

年
）
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部

卒
業
、
同
年
ア
ン
ダ
ー
セ
ン

（
現
ア
ク
セ
ン
チ
ュ
ア
）
入

社
、
そ
の
後
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

サ
ッ
ク
ス
、
バ
ー
ク
レ
イ
ズ

銀
行
な
ど
外
資
系
金
融
機
関

数
社
で
ア
ジ
ア
地
域
Ｃ
Ｉ

Ｏ
、
東
京
拠
点
取
締
役
Ｃ
Ｏ

Ｏ
な
ど
の
役
職
を
歴
任
し
、

２
０
１
７
年
１
月
よ
り
現

職
。
広
島
県
出
身
。

長谷川氏

　
保
険
会
社
の
働
き
方
改
革
推
進
に
お
け
る
大
き
な
課
題
と
し
て
生
産
性
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
課
題
を
解
消

す
る
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム
化
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
社
員
の
業
務
負
担
は
な
か
な
か
軽
減
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し

た
中
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｒ
Ｐ
Ａ
）
だ
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
は

人
間
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
入
出
力
処
理
し
て
い
た
作
業
を
自
動
的
に
実
行
す
る
ツ
ー
ル
で
、
海
外
の
保
険
業
界
で

は
導
入
が
早
く
か
ら
進
ん
で
お
り
、
保
険
証
券
の
発
行
業
務
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
、
保
険
金

支
払
い
業
務
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
生
産
性
を
高
め
て
い
る
。
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
分
野
で
世
界
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
の

１
社
で
あ
る
Ｕ
ｉ
Ｐ
ａ
ｔ
ｈ
社
（
本
社
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
日
本
法
人
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
長
谷
川
康
一
氏
は
「
日
本
の
保
険

会
社
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
は
諸
外
国
に
比
べ
標
準
化
が
進
み
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
に
取
り
掛
か
れ
ば
、
短
期

間
で
大
き
な
効
果
を
挙
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
説
明
す
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
で
生
産
性
向
上

デ
ジ
タ
ル
基
盤
を
作
る
重
要
な
戦
略
ツ
ー
ル
へ

ＵｉＰａｔｈ

保
険
会
社
の
働
き
方
改
革
に
貢
献


